
笑
え

顔
がお

がとりえのふつうの人
にん

間
げん

だと思
おも

います。けっ

こういちずなところがあります。アメリカンフットボー

ル（以下、アメフット）でも彼
かの

女
じょ

でも、好
す

きになったら

それ一
ひと

筋
すじ

です。自
じ

分
ぶん

で決
き

めたことは、最
さい

後
ご

まであ

きらめずにやりとおします。基
き

本
ほん

的
てき

に冷
れい

静
せい

で、試
し

合
あい

で自
じ

分
ぶん

が失
しっ

敗
ぱい

したり、チームが不
ふ

利
り

な状
じょう

況
きょう

に

なったりしても、落
お

ちついているほうです。感
かん

情
じょう

的
てき

になることもほとんどありません。前
まえ

向
む

きな性
せい

格
かく

で、人
ひと

に何
なに

か言
い

われて一
いち

時
じ

的
てき

に悩
なや

むことがあっ

たとしても、次
つぎ

の日
ひ

にはケロッとしています。だか

ら、難
なん

聴
ちょう

であることを苦
くる

しいとか、悲
かな

しいとか思
おも

わずに、楽
たの

しく生
い

きてこられたのだと思
おも

います。

もちろん、難
なん

聴
ちょう

であることで苦
くる

しんでいる人
ひと

たち

もいます。ぼく自
じ

身
しん

も、意
い

識
しき

的
てき

に苦
くる

しいと思
おも

わな

いようにしてきたところもあります。でも、難
なん

聴
ちょう

で

あることを意
い

識
しき

したら苦
くる

しくなるだけだし、何
なに

か

あったら周
まわ

りの人
ひと

たちがぼくを支
ささ

えてくれます。そ

れに、悲
ひ

観
かん

的
てき

に生
い

きていたら、せっかくぼくを生
う

んでくれた両
りょう

親
しん

に申
もう

し訳
わけ

ないです。

短
たん

所
しょ

はずぼらなところ。小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の通
つう

知
ち

表
ひょう

※2

にはいつも、「身
み

の回
まわ

りの整
せい

理
り

整
せい

頓
とん

ができない」と

書
か

かれていました。でも、追
お

いこまれるとやるタ

イプなので、友
とも

だちが遊
あそ

びに来
く

るときにはちゃん

と部
へ

屋
や

を片
かた

づけます。

■幼
おさな

いころ

1982年
ねん

に京
きょう

都
と
※1で生

う

まれました。小
ちい

さいころ

は、やんちゃだったみたいです。近
きん

所
じょ

に年
とし

上
うえ

の子
こ

どもたちがいっぱいいて、その子
こ

たちといつも外
そと

で遊
あそ

んでいました。

難
なん

聴
ちょう

だとわかったのは、1歳
さい

のときです。幼
よう

稚
ち

園
えん

は、家
いえ

からバスで30分
ぷん

くらいのところにあるろ

う学
がっ

校
こう

の幼
よう

稚
ち

部
ぶ

に通
かよ

いました。幼
よう

稚
ち

園
えん

に通
かよ

う年
とし

ごろの子
こ

どもたちは、毎
まい

日
にち

楽
たの

しく遊
あそ

んで過
す

ごすの

がふつうだと思
おも

います。でも、ぼくの幼
よう

稚
ち

園
えん

時
じ

代
だい

は勉
べん

強
きょう

ばかりの日
ひ

々
び

でした。幼
よう

稚
ち

園
えん

で徹
てっ

底
てい

的
てき

に

発
はつ

音
おん

の訓
くん

練
れん

をされたのです。家
いえ

に帰
かえ

っても、母
はは

の

特
とっ

訓
くん

がまっていました。発
はつ

音
おん

の訓
くん

練
れん

は本
ほん

当
とう

に厳
きび

し

くて、つらくて、泣
な

きながらやっていたのを思
おも

いだ

します。訓
くん

練
れん

で覚
おぼ

えたのは標
ひょう

準
じゅん

語
ご

です。今
いま

話
はな

し

ている関
かん

西
さい

弁
べん

は、アメフットを始
はじ

めて友
とも

だちとた

くさん話
はな

すようになってから、自
し

然
ぜん

に身
み

につきま

した。

■小
しょう

学
がく

生
せい

のころ

難
なん

聴
ちょう

クラスがある学
がっ

校
こう

に通
かよ

いました。難
なん

聴
ちょう

ク

ラスには、1年
ねん

生
せい

から6年
ねん

生
せい

まであわせて35人
にん

く
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らいいました。体
たい

育
いく

と給
きゅう

食
しょく

※3の時
じ

間
かん

は、ほかのク

ラスの子
こ

どもたちといっしょに活
かつ

動
どう

しました。小
しょう

学
がっ

校
こう

でのいちばん大
おお

きなできごとは、アメフットと

のであいです。小
しょう

学
がっ

校
こう

にはめずらしく、ぼくの学
がっ

校
こう

にはアメフットのチームがありました。上
じょう

級
きゅう

生
せい

たちが練
れん

習
しゅう

しているのを見
み

てかっこいいなあと

思
おも

い、小
しょう

学
がく

3年
ねん

生
せい

のときにチームに入
はい

りました。5

年
ねん

生
せい

のときには、地
ち

域
いき

リーグで決
けっ

勝
しょう

戦
せん

まで進
すす

み

ました。結
けっ

局
きょく

、優
ゆう

勝
しょう

はできなかったけれど、とて

もうれしかったのを覚
おぼ

えています。

小
しょう

学
がっ

校
こう

でアメフットとであったことが、ぼくの人
じん

生
せい

を変
か

えたような気
き

がします。アメフットが自
じ

分
ぶん

の

眠
ねむ

っていた才
さい

能
のう

をひきだしてくれました。監
かん

督
とく

に

は「タカは素
そ

質
しつ

があると思
おも

っていた」と言
い

われまし

たが、ぼくは、アメフットを始
はじ

めるまで、自
じ

分
ぶん

が運
うん

動
どう

神
しん

経
けい

がいいとは思
おも

ってもいませんでした。また、

アメフットのチームメイトと接
せっ

するなかで、友
とも

だち

とのかかわりかたやことばのつかいかたなど、い

ろいろなことを学
まな

ぶことができました。アメフット

を始
はじ

める前
まえ

は、あまりしゃべるほうではありませ

んでした。ケンカをするときでも、感
かん

情
じょう

をことばに

するのが間
ま

にあわなくて、手
て

が先
さき

に出
で

てしまうこ

とがしばしばあったのです。アメフットを始
はじ

めてか

ら、そういうこともなくなりました。もし耳
みみ

が聞
き

こえ

ていて、家
いえ

の近
ちか

くの小
しょう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

っていたら、アメ

フットとのであいはなかったかもしれません。アメ

フットは、ぼくの人
じん

生
せい

でとても大
たい

切
せつ

なものです。今
いま

は、むしろ難
なん

聴
ちょう

でよかったと思
おも

っています。

小
しょう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

たちのなかには、今
いま

でもぼくの

心
こころ

の恩
おん

師
し

だと思
おも

える人
ひと

がいます。1人
ひとり

は、アメフッ

トチームの監
かん

督
とく

だった先
せん

生
せい

。アメフットの楽
たの

しさ

と厳
きび

しさを教
おし

えてもらいました。小
ちい

さな体
からだ

であち

こち動
うご

きまわったり、試
し

合
あい

の勝
しょう

敗
はい

にみんなで一
いっ

喜
き

一
いち

憂
ゆう

したりするのは、とても楽
たの

しいことでした。で

も、練
れん

習
しゅう

はすごく厳
きび

しかったです。先
せん

生
せい

は小
しょう

学
がく

生
せい

だからといって手
て

かげんすることはなく、鬼
おに

の

ように怒
おこ

ることもよくありました。スポーツを真
しん

剣
けん

にやろうと思
おも

ったら、ただ楽
たの

しいだけではないと

いうことを学
まな

びました。先
せん

生
せい

がいなかったら、ぼ

くはアメフットを続
つづ

けていなかったかもしれませ

ん。ぼくのいちばんの恩
おん

師
し

です。もう1人
ひとり

は、1年
ねん

生
せい

と5、6年
ねん

生
せい

のときに、ぼくの担
たん

任
にん

だった先
せん

生
せい

です。

ぼくのことを自
じ

分
ぶん

の子
こ

どものようにかわいがって

くれて、まるでお母
かあ

さんのような存
そん

在
ざい

でした。今
いま

でも、ときどき先
せん

生
せい

の家
いえ

に遊
あそ

びに行
い

きます。

■中
ちゅう

学
がく

生
せい

のころ

小
しょう

学
がっ

校
こう

のすぐ近
ちか

くの、難
なん

聴
ちょう

クラスのある中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

いました。難
なん

聴
ちょう

クラスの教
きょう

室
しつ

には、外
そと

の

雑
ざつ

音
おん

を防
ふせ

ぐ設
せつ

備
び

が整
ととの

っています。夏
なつ

でも窓
まど

を閉
し

められるようにクーラーも備
そな

わっていました。難
なん

聴
ちょう

の人
ひと

たちは、教
きょう

室
しつ

内
ない

の音
おと

と外
そと

から聞
き

こえてくる

音
おと

の区
く

別
べつ

がつきません。だから、ふつうの教
きょう

室
しつ

だ

と、先
せん

生
せい

の声
こえ

だけを聞
き

きとることがむずかしいの

です。もし、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の段
だん

階
かい

でいきなり普
ふ

通
つう

学
がっ

級
きゅう

に

入
はい

っていたら、授
じゅ

業
ぎょう

についていけなかったでしょ

う。今
いま

と違
ちが

って、先
せん

生
せい

の言
い

うことを十
じゅう

分
ぶん

に読
よ

みと

ることができなかったと思
おも

います。

学
がっ

校
こう

にはアメフットのチームがなかったので、

京
きょう

都
と

市
し

内
ない

のクラブチームに入
はい

りました。地
ち

域
いき

リー

グのMVPに選
えら

ばれるなど、けっこう活
かつ

躍
やく

しました。

学
がっ

校
こう

ではバスケットボール部
ぶ

に入
はい

っていたので、
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平
へい

日
じつ

はバスケットボール、週
しゅう

末
まつ

はアメフットの練
れん

習
しゅう

と、スポーツにあけくれる毎
まい

日
にち

でした。勉
べん

強
きょう

の

成
せい

績
せき

はいいほうでした。勉
べん

強
きょう

は嫌
きら

いでしたが、追
お

いこまれるとがんばるタイプなので、テスト前
まえ

にな

るとちゃんと勉
べん

強
きょう

していたのです。

■大
おお

阪
さか

産
さん

業
ぎょう

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

高
こう

校
こう

へ

家
いえ

から高
こう

校
こう

まで電
でん

車
しゃ

を乗
の

りついで1時
じ

間
かん

半
はん

もか

かります。家
いえ

から遠
とお

い高
こう

校
こう

へ進
しん

学
がく

したのは、強
つよ

い

チームでアメフットをやってみたかったからです。

小
しょう

学
がく

6年
ねん

生
せい

のとき、アメフット雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

で大
おお

阪
さか

産
さん

業
ぎょう

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

高
こう

校
こう

アメフット部
ぶ

のことを知
し

りまし

た。それ以
い

来
らい

、そういう強
つよ

いチームでアメフット

をやってみたいとずっと思
おも

っていました。そこで、

中
ちゅう

学
がく

3年
ねん

生
せい

のときに、スポーツ推
すい

薦
せん

にチャレンジ

して合
ごう

格
かく

し、大
おお

阪
さか

産
さん

業
ぎょう

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

高
こう

校
こう

のスポーツ

コース※4に進
すす

むことになったのです。

高
こう

校
こう

に入
はい

って、初
はじ

めてすべての授
じゅ

業
ぎょう

を健
けん

聴
ちょう

者
しゃ

といっしょにうけることになりました。そのころに

は、アメフット仲
なか

間
ま

とのつきあいをとおして、コミュ

ニケーションにはほとんど不
ふ

自
じ

由
ゆう

を感
かん

じなくなっ

ていました。だから、高
こう

校
こう

に入
はい

るにあたって、まっ

たく不
ふ

安
あん

はありませんでした。実
じっ

際
さい

、何
なん

の問
もん

題
だい

も

なく楽
たの

しい高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

ってきました。

ぼくの高
こう

校
こう

は、校
こう

則
そく

がかなり厳
きび

しい学
がっ

校
こう

だと思
おも

います。とくに服
ふく

装
そう

には厳
きび

しくて、たとえば靴
くつ

は革
かわ

靴
ぐつ

じゃないと絶
ぜっ

対
たい

にだめです。もうちょっと自
じ

由
ゆう

だったらいいのになあ、と思
おも

うこともあります。

高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

は、とにかくアメフット中
ちゅう

心
しん

の毎
まい

日
にち

で、

これまでをふり返
かえ

って思
おも

いだすのはアメフットのこ

とばかりです。

■アメリカンフットボール

小
しょう

学
がく

3年
ねん

生
せい

から今
いま

まで、10年
ねん

間
かん

アメフットを続
つづ

けています。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の途
と

中
ちゅう

までは、ディフェンス

とオフェンスの両
りょう

方
ほう

をかけもちしていました。ぼく

はタックルにあこがれていたのですが、小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

はタックルが禁
きん

止
し

されているので、かわりにタッ

チをしていました。でも、高
こう

校
こう

生
せい

になったらタック

ルがしたいと思
おも

って、途
と

中
ちゅう

から希
き

望
ぼう

して、タックル

ができるディフェンスに専
せん

念
ねん

することにしました。

高
こう

校
こう

に入
はい

るまでは、セーフティー（DB）というポ

ジションでしたが、高
こう

校
こう

に入
はい

ってからコーチに勧
すす

められてコーナーバック（DB）に変
か

わりました。コー

ナーバックは、判
はん

断
だん

力
りょく

、足
あし

の速
はや

さ、キャッチセン

ス、スタミナなど、さまざまな能
のう

力
りょく

が求
もと

められるポ

ジションです。コーナーバックは相
あい

手
て

チームのワイ

ドレシーバーとマンツーマンでかけひきをしなが

らボールを奪
うば

いあいます。そこで、ぼくがインター

セプトをすると試
し

合
あい

の流
なが

れが大
おお

きく変
か

わる。そう

いうところが、コーナーバックのおもしろいところ

です。2年
ねん

生
せい

のとき、試
し

合
あい

でたくさんインターセプト

をして活
かつ

躍
やく

しました。それから、ますますアメフッ

トがおもしろくなりました。コーナーバックに変
か

わっ

てから自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

がのびたので、このポジション

はぼくにあっていると思
おも

います。

アメフットは、迫
はく

力
りょく

があって、男
おとこ

らしいスポーツ

だと思
おも

います。タックルしたときなど、ヘルメットや

防
ぼう

具
ぐ

がぶつかりあって、カーンと乾
かわ

いた音
おと

がしま

す。実
じっ

際
さい

に音
おと

が聞
き

こえるわけではないのですが、
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振
しん

動
どう

でそう感
かん

じるのです。目
め

から星
ほし

が出
で

るほど

痛
いた

いけれど、その乾
かわ

いた音
おと

の感
かん

じが好
す

きです。

ぼくは難
なん

聴
ちょう

だからといって特
とく

別
べつ

扱
あつか

いされるの

は嫌
きら

いです。ぼく自
じ

身
しん

もふつうに生
い

きてきたつも

りです。でも、以
い

前
ぜん

はアメフットチームのなかでぼ

くだけ特
とく

別
べつ

扱
あつか

いされたことがありました。自
じ

分
ぶん

は

みんなと平
びょう

等
どう

でいたいし、ふつうの人
にん

間
げん

だと思
おも

っ

てほしかったので、とてもつらかったです。高
こう

校
こう

のチームでは、そんなことは全
ぜん

然
ぜん

ありません。み

んなふつうに接
せっ

してくれるし、監
かん

督
とく

やコーチも特
とく

別
べつ

扱
あつか

いせずみんなと同
おな

じように扱
あつか

ってくれます。

アメフットをやっていて、ハンディキャップを感
かん

じ

たことはほとんどありません。作
さく

戦
せん

の指
し

示
じ

はこと

ばで伝
つた

えられるのですが、仲
なか

間
ま

たちがぼくのた

めにブロックサイン（ジェスチャーを使
つか

ったサイン）

を考
かんが

えてくれました。でも、一
いち

度
ど

だけ、2年
ねん

生
せい

のと

きの全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

で、プレイ中
ちゅう

の作
さく

戦
せん

変
へん

更
こう

が、ぼくに

だけ伝
つた

わらなかったことがあります。プレイの展
てん

開
かい

があまりに速
はや

すぎたためにぼくに伝
つた

える時
じ

間
かん

が

なかったのです。それで、ぼくはみんなと違
ちが

う動
うご

きをしてしまって、相
あい

手
て

に点
てん

を奪
うば

われました。ぼ

くのこれまでの人
じん

生
せい

のなかでいちばん悔
くや

しかっ

たできごとです。逆
ぎゃく

に、今
いま

までの人
じん

生
せい

でいちばん

うれしかったできごとも、アメフットのことです。高
こう

校
こう

2年
ねん

生
せい

、3年
ねん

生
せい

と2年
ねん

連
れん

続
ぞく

全
ぜん

国
こく

優
ゆう

勝
しょう

を果
は

たしま

した。本
ほん

当
とう

に最
さい

高
こう

のおもいでです。

大
だい

学
がく

生
せい

になっても、社
しゃ

会
かい

人
じん

になっても、ずっと

アメフットを続
つづ

けていくつもりです。そして、みんな

に認
みと

められる完
かん

璧
ぺき

な選
せん

手
しゅ

になりたいです。そのた

めには、走
はし

りこみとウェイトトレーニングをして、もっ

とスピードをつけることが大
たい

切
せつ

だと思
おも

っています。

高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

は、アメフットの強
つよ

い大
だい

学
がく

に推
すい

薦
せん

※5で

入
にゅう

学
がく

できることになりました。社
しゃ

会
かい

人
じん

になっても

強
つよ

いチームでアメフットを続
つづ

けられるように、大
だい

学
がく

で活
かつ

躍
やく

したいと思
おも

っています。パワーが違
ちが

うので

少
すこ

しこわいけれど、チャンスがあればアメフット王
おう

国
こく

のアメリカでもプレイしてみたいです。

■ぼくの家
か

族
ぞく

両
りょう

親
しん

と姉
あね

の4人
にん

家
か

族
ぞく

です。両
りょう

親
しん

は魚
さかな

屋
や

を営
いとな

ん

でいます。ふだんはみんな忙
いそが

しくて、ゆっくり話
はなし

を

する時
じ

間
かん

はありません。ぼくは、部
ぶ

活
かつ

で帰
かえ

りが遅
おそ

いので、夕
ゆう

食
しょく

も1人
ひとり

でとります。でも、家
か

族
ぞく

の仲
なか

は

とてもいいです。両
りょう

親
しん

は、ぼくがやりたいことに

対
たい

して、あれこれ口
くち

を出
だ

したりしません。「自
じ

分
ぶん

の

ことは、自
じ

分
ぶん

でやれ」と言
い

います。ぼくも、両
りょう

親
しん

の

そういう接
せっ

しかたが好
す

きです。ぼくにとって、家
か

族
ぞく

はいっしょにいていちばん落
お

ちつく存
そん

在
ざい

です。困
こま

っ

たことがあれば、いつでも話
はなし

を聞
き

いてくれます。

それに、アメフットを応
おう

援
えん

してくれたり、健
けん

康
こう

面
めん

に

いろいろ気
き

をくばってくれたりします。家
か

族
ぞく

はぼく

の支
ささ

えです。

■ぼくの友
とも

だち

ぼくは、限
かぎ

られた人
ひと

と親
しん

密
みつ

につきあうというよ

り、多
おお

くの人
ひと

と幅
はば

広
ひろ

く仲
なか

よくつきあっています。友
とも

だちづきあいは楽
たの

しいし、将
しょう

来
らい

のためにもなるの
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将
しょう

来
らい

について

家
か

族
ぞく

・友
とも

だち



ではないかと思
おも

います。何
なん

でも言
い

いあえて、いつ

もそばにいてくれる、そんな友
とも

だちが多
おお

いです。

友
とも

だちは、ぼくのことをよく理
り

解
かい

してくれて、困
こま

っ

たときにいつでも助
たす

けてくれる存
そん

在
ざい

だと思
おも

ってい

ます。友
とも

だちがいなかったら、何
なに

か困
こま

ったことが

あったときなど、もっと困
こま

ってしまうことになります。

それに、友
とも

だちがいないと、楽
たの

しくありません。よ

く、難
なん

聴
ちょう

の人
ひと

が1人
ひとり

で新
あたら

しい集
しゅう

団
だん

に入
はい

っていくの

はむずかしいと言
い

われます。でも、ぼくは自
みずか

ら進
すす

んで新
あたら

しい集
しゅう

団
だん

に入
はい

っていかないと、友
とも

だちも

増
ふ

えないと思
おも

っています。

彼
かの

女
じょ

に対
たい

する理
り

想
そう

はすごく高
たか

いです。髪
かみ

はセ

ミロングで、ぼくのファッションにあう人
ひと

。性
せい

格
かく

は

天
てん

然
ねん

ボケ、そしてぼくにいちずになってくれる人
ひと

が

いちばんです。

京
きょう

都
と

は古
ふる

いお寺
てら

が残
のこ

っていることで有
ゆう

名
めい

なと

ころです。家
いえ

の近
ちか

くは山
やま

ばかりで、何
なに

もなくて、い

なかという感
かん

じです。でも、静
しず

かだし、きれいだ

し、古
ふる

い建
たて

物
もの

もたくさん残
のこ

っていて、とてもいいと

ころだと思
おも

います。人
ひと

々
びと

にも活
かっ

気
き

があります。ぼ

くにとって、京
きょう

都
と

は何
なん

といっても落
お

ちつくまちです。

4月
がつ

からは、京
きょう

都
と

を離
はな

れて大
おお

阪
さか

の大
だい

学
がく

の近
ちか

くで

1人
ひとり

暮
ぐ

らしをする予
よ

定
てい

です。新
あたら

しい環
かん

境
きょう

で、1人
ひとり

でどこまでできるか試
ため

すチャンスなので、とても

楽
たの

しみにしています。
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ぼくのまち、京
きょう

都
と


